アフガニスタン：犠牲者激増　新テロ特措法の半年、状況悪化は歴然　2008/7/7　　
今年上半期アフガニスタン人死者：698人。　このうち2/3は反政府武装勢力、1/3は米軍・政府軍・ＩＳＡＦの攻撃による（昨年同期：４３０人。）（6/29国連緊急援助調査官会見）
6月　米兵死者：２８人（2005/6の２７人を超えた）　英兵１３人　その他：５人　2001年10月開戦以来最悪

なぜ状況は悪化の一途をたどるのか？

アメリカの対テロ戦争が、住民の怒りをかきたて、暴力とテロの土壌を日々拡大している。

7/7首都カブール・インド大使館近くの自爆テロで４１人死亡。

7/6 結婚式をアメリカ空爆 ４７人死亡。　7/4 住民の車列アメリカ空爆 １５人死亡。　米軍発表：いずれも「死亡したのは武装勢力」
アフガン下院ヤシニ副議長：「国民はこれ以上、米軍の空爆に耐えられない」「もし空爆が止まらなければ、暴力を挑発することになり、その責任は外国軍にある」

あせるアメリカ　アメリカは現在３２,０００人派兵

米国防総省報告書6/27　「タリバン政権の再編が進み、武装勢力との結託が見られる。」
空母エイブラハム・リンカーンがペルシャ湾からアラビア海に移動、アフガニスタン空爆に参加。
ＮＡＴＯ諸国に増派要求するも、どこも二の足を踏む。
イギリス：ギブアップ　　　　アフガンに７,８００人派兵（戦死：107）　イラクに４,２００人派兵（戦死：１７６）　
Ｊ・スターラップ英軍参謀総長「アフガン・イラク二つを、この規模で継続するようには我々はできていないし、資金もない。」　　

デーリーテレグラッフの分析「二つの戦線で直面している戦いに対し、軍の最高幹部が初めて深刻な疑問を示した」「アフガンでは過去わずか二週間で１０人の兵士が死亡し、英国は長期の勝ち目のない戦闘に引き込まれつつあるのではないか、との恐れが生じている」
米国、日本へほこ先
5/31　シンガポール日米首脳会談：米国から石破防衛相に「アフガン本土への自衛隊派遣に強い期待」
6/1　福田首相：「陸自派兵の可能性は常々考えている」

6/8　日本政府調査団（１０人）現地派遣。　国際治安支援部隊（ＩＳＡＦ）の活動状況を視察。

7/11　町村官房長官、派兵に強い意欲。

「洞爺湖サミットでアフガニスタン「治安回復」「復興」での協力が再確認された」
「インド洋での給油支援活動だけで本当にいいのか」

「対応について政府部内で多面的に検討している最中」 

「臨時国会を念頭に置きながら作業を進める」

福田首相「アフガン派遣のカナダ軍では８３人の犠牲者がでているのに派兵を継続している。
日本国内の認識と随分ギャップがある」　7/11
ボランティア現地代表・長谷部隆俊さん　
治安が極度に悪化している今、かろうじて医療ボランティアを続けていられるのは、自衛隊が陸に来ていないからだ。もし陸で米軍などの軍事攻撃と一体の活動をすれば、私達は武装勢力の直接の標的になってしまう。軍事攻撃は状況を悪化させるだけ。民間人の犠牲の拡大によって、もともとタリバンと無関係な住民までタリバンに共感を持つようになっている。
限界まで来た状況を打開するには、平和的方法で国民的和解を実現するしかありません。日本は軍事ではなく、平和的役割にこそ力を注ぐべきです。
